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平成28年９月期 第２四半期連結業績予想との差異に関するお知らせ 

 

 平成 27年 11月 11日に公表いたしました、当社の平成 28年９月期の第２四半期 連結業績予想と 

本日公表の実績値との差異につき、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

１．平成28年９月期第２四半期連結累計期間の連結業績予想値と実績の差異 

（平成27年10月１日～平成28年３月31日）                   （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

（円） 

前 回 予 想 (Ａ ) 4,135 333 331 205 61.11 

実 績 値 （ Ｂ ） 4,262 372 382 262 78.07 

差異（Ｂ－Ａ） 127 39 51 57 16.98 

増 減 率 （ ％ ） 3.1 11.9 15.7 28.2 27.8 

（参考）前期実績 
（平成27年９月期第２四半期） 

3,938 315 321 184 67.75 

※当社は平成28年４月１日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を行っております。前回予想（Ａ）の１株当た

り四半期純利益については、当該株式分割を考慮し記載しております。 

 

２．理由 

第２四半期連結累計期間の業績につきましては、エンベデッドソリューション事業、ビジネスソリュ

ーション事業、ＩｏＴ/ＩｏＥソリューション事業がそれぞれ順調に推移したことにより、売上高、 

営業利益、経常利益が前回予想を上回る結果となりました。 

また、好調な事業収益に加え、実績における法人税等の負担率が予想に用いた法人税等の負担率を 

下回り、さらに、上期から織り込んでいた連結子会社の事業拡大に伴うオフィス増床に関連する費用が

下期以降にずれ込むことになり、利益を押し上げる要因となりました。 

これらの結果、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前回予想に比べ28.2％増加となりました。 

なお、平成 28年９月期通期連結業績予想につきましては、平成 28年５月 10日に開示致しました 

「平成28年９月期 第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）」に記載のとおりです。 

 

以 上 


